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表紙モデル
山形市松原／小笠原憲二さん
3人のお孫さん

ＪＡやまがた南金井支店
櫻庭彩加さん

小笠原さんは、桜桃作り一筋
45年です。生産した果物は、
オーナーをつとめる「カラオ
ケスナック桜桃」で提供するこ
ともあり、大変好評とのこと。
趣味のボウリングやゴルフで、
休日を楽しんでいます。

○花材
バンダ／フリージア／小手まり／オクラレルカ
ラナンキュラス／かすみそう

協力 ： （株）出羽園

霞
城
公
園
は
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、

多
く
の
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
石
垣

に
植
え
ら
れ
た
約
1,
5
0
0
本
の
う
ち
、

1,
2
0
0
本
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
だ
そ
う
で

す
。
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
外
濠

の
水
面
に
映
り
込
む
様
は
絶
景
で
す
。
ま

た
、
公
園
に
隣
接
し
て
走
る
電
車
は
乗
客

や
観
光
客
の
観
桜
の
た
め
に
、
速
度
を
落

と
し
て
通
行
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

霞
城
公
園
の
桜
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今月の
営農情報
Information this month

■中央営農センター
4月中旬
・ さくらんぼ開花前講習会
・ 西洋梨摘蕾講習会
・ もも摘蕾講習会
・ りんご摘蕾講習会
・ 広域トマト部会大玉トマト園地巡回
5月上旬
・ 水稲育苗巡回
5月中旬
・ 委託水稲苗配達
■西部営農センター
4月中旬〜
・ さくらんぼ圃場巡回、凍害調査
・ デラウェア圃場巡回、管理講習会
・ 育苗センター業務
・ 航空防除協議会総会
・ きゅうり栄養診断
4月下旬
・ 花壇苗ハウス巡回
5月上旬
・ 麦圃場巡回 ／ 水稲育苗巡回
■南部営農センター
4月中旬
・ さくらんぼ結実確保対策講習会
・ 西洋梨摘蕾・摘花講習会
4月下旬
・ 水稲育苗（つや姫）講習会
・ ポリネーション導入
5月上旬
・ デラウェア芽かき・ジベ処理講習会
・ 有害鳥獣対策会議
5月11日〜
・ 水稲苗供給開始
5月中旬
・ さくらんぼ結実調査
・ ハウスさくらんぼ出荷打合せ会
■北部営農センター
4月中旬
・ 果樹（さくらんぼ、すもも、西洋なし）
　摘蕾講習会
4月下旬
・ 果樹受粉用花粉の開葯所稼動
・ 水稲育苗巡回
5月上旬
・ 果樹（りんご、すもも、西洋なし）
　摘花講習会
5月中旬
・ 果樹（さくらんぼ、すもも、りんご、
　西洋なし）摘果講習会

平成25年度JAやまがた
TACT（農業総合支援・
営農企画指導員・きずな担当）紹介
農作物の栽培・経営・資材情報・農薬と肥料の使い方など、お気軽に
お問い合わせください。

　

J
A
や
ま
が
た
農
産
物
宣
伝
コ
ー
ナ
ー「
畑

の
は
た
ご
」は
、行
動
総
合
5
ヵ
年
計
画
の
中
で

安
全・安
心
な
農
産
物
の
販
売
促
進
を
目
的
に
、

地
産
地
消
運
動
を
展
開
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
平
成
20
年
11
月
に
開
店
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
営
業
内
容
に
つ
い
て
理
事
会
等

で
検
討
し
、当
初
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
の

判
断
か
ら
、平
成
25
年
2
月
22
日
に
閉
店
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た「
銀
座
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
」は
、平
成
22
年
11
月
、J
A
や
ま
が
た

の
農
産
物
を
多
方
面
に
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。平
成
25
年
2

月
末
に「
畑
の
は
た
ご
」と
同
様
に
、目
的
が
達

成
さ
れ
た
と
の
判
断
で
閉
店
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
J
A
の
正
組
合
員
で
、65
歳
以
上
が
約
55

％
で
あ
る
中
、高
齢
化
、資
産
承
継
に
関
す
る

相
続
相
談
等
の
本
格
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。資

産
サ
ポ
ー
ト
部
は
、世
代
交
代
に
伴
い
発
生
す

る
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、的
確
な
対
応
を

行
う
体
制
を
強
化
す
る
た
め
設
立
い
た
し
ま
し

た
。従
来
の
不
動
産
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
加
え
、

資
産
承
継
相
続
相
談
支
援
の
強
化
を
図
る
こ

と
で
、組
合
員
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

相
談
支
援
内
容
は
大
き
く
2
つ
に
分
か
れ
ま

す
。相
続
発
生
前
の
対
策
と
し
て
、財
産
診
断
、

相
続
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
遺
言
書
、相

続
税
対
策
等
を
、専
門
家
と
連
携
し
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
し
ま
す
。ま
た
相
続
発
生
後
に
つ
い
て

は
、行
政
関
係
を
含
め
た
相
続
に
関
す
る
各
種

手
続
き
、遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成
支
援
、相

続
税
申
告
か
ら
納
付
等
、専
門
家
と
連
携
し
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
、J
A
や
ま
が
た
の
中
期

的
視
点
に
立
っ
た
運
営
方
針
で
あ
る「
行
動
総

合
5
ヵ
年
計
画
」に
基
づ
き
、支
店
統
合
再
編

や
農
業
振
興
方
策
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。平
成
25
年
度
か
ら
は
、「
第
5
次

中
期
経
営
刷
新
3
ヵ
年
計
画
」に
沿
い
、組
合
員

の
目
線
に
立
っ
た
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

南
沼
原
支
店
は
、2
月
25
日
に「
宮
浦
支
店
」

と
統
合
し
ま
し
た
。出
羽
、明
治
、大
郷
支
店
は

4
月
15
日
に
統
合
し「
天
神
支
店
」と
し
て
営

業
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。今
後
に
つ

き
ま
し
て
も
、年
次
計
画
に
基
づ
き
支
店
統
合

再
編
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、支
店
統
合
再
編
に
よ
り
ご
不
便
を
お

か
け
し
な
い
よ
う「
出
向
く
体
制
」を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
、直
接
お
伺
い
し
て
ご
用
件
に
お
応
え

い
た
し
ま
す
。

　
「
む
す
び
つ
き
米
」は
、長
期
に
わ
た
り
安
定

的
な
固
定
需
要
米
の
取
り
扱
い
を
促
進
す
る
取

り
組
み
で
す
。現
在
、全
体
集
荷
数
量
に
対
し

て
約
90
％
の
固
定
需
要
を
占
め
て
お
り
、今
後

も
つ
や
姫
、は
え
ぬ
き
を
中
心
に
、安
全・安
心
で

消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る「
む
す
び
つ
き
米
」

の
販
売
を
進
め
、積
極
的
な
Ｊ
Ａ
独
自
販
売
に

取
り
組
み
ま
す
。独
自
販
売
に
つ
い
て
は
、集
荷

数
量
の
4
割
、約
8 

0,
0
0
0
俵
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。　
　

「
畑
の
は
た
ご
」と

「
銀
座
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

に
つ
い
て

地区別座談会

支
店
統
合
再
編
と

出
向
く
体
制
に
つ
い
て

米
の
有
利
販
売
に
つ
い
て

資
産
サ
ポ
ー
ト
部
に
つ
い
て

2月に行われた地区別座談会にはたくさんの方 よ々りご出席をたまわり
ありがとうございました。特に多かったご意見をご報告いたします。

営農情報 ── 45 ──地区別座談会

農業総合支援（TACT）
所　属 氏　名 担　当 携帯電話

中央・北部営農センター 髙橋 　德郎 農業総合支援 090-4313-2937

西部営農センター 森谷 　浩二 農業総合支援 080-1666-6153

南部営農センター 工藤 　龍一 農業総合支援 090-4041-4215

営農企画指導員TACT
所　属 氏　名 担　当 携帯電話

中央営農センター
佐藤 　隆一 作物・野菜 090-4312-3909
樋口 　彰史 果樹・花卉 090-2606-1350

西部営農センター
山口 　正昭 果樹 080-1846-4368
結城 　直人 作物 090-5841-6465
古内 　拓己 野菜・花卉 090-4312-4136

南部営農センター
髙橋 　　修 野菜・花卉 090-8787-4604
土屋 　弘之 作物 080-1678-0140
井上 信一郎 果樹 090-7063-2282

北部営農センター
山川 喜与一 作物・果樹 090-7320-4281
武田 　　修 作物・野菜・花卉 090-5842-0786

きずな担当TACT
所　属 氏　名 担　当 携帯電話

グリーンやまがた中央

田中 　和行 大　郷 080-1851-4010
中村 　正彦 鈴川・千歳 080-1678-0153
後藤 　新悟 東金井 080-1851-4011
今野 　　正 出羽・明治 090-2797-2586
仲澤 　健史 高　瀬 090-2799-7223
細谷 　智弘 楯山・山寺 090-2796-7821

グリーンやまがた西部

岸 　　英一 滝山・東沢 090-1062-6554
佐藤 正之輔 大曽根・村木沢（宮浦） 090-1065-8374
鈴木 　　浩 蔵　王 080-1851-4012
内海 　　智 本　沢 080-1851-4013
峯田 　満広 南金井 080-1678-0151
岡崎 　直人 西山形・村木沢 080-1678-0154
寒河江 　章 南沼原･宮浦 090-1065-5891

グリーンやまがた南部

鈴木 　栄逸 東・宮生 080-1848-6679
工藤 　庄蔵 中　川 080-1678-0155
長谷川 充弘 上山・中山 080-1678-0152
渡部 　健一 本　庄 080-1848-6677
吉田 　秀稔 西　郷 080-1848-6678

グリーンやまがた北部
鈴木 　　繁 山　辺 080-1851-4014
髙野 　　章 豊　田 080-1851-4015
髙橋 　俊一 長　崎 090-9032-8008



３月１日から新スタートを切った「資産サポート部」は、
資産活用、相続、税務関係などを総合サポート。
今回はその新しい部署の仕事内容をご紹介いたします。

３月１日から新スタートを切った「資産サポート部」は、
資産活用、相続、税務関係などを総合サポート。
今回はその新しい部署の仕事内容をご紹介いたします。

─
─ 

3
月
１
日
か
ら「
資
産
サ
ポ
ー
ト

部
」が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
回
は
仕
事
内
容
な
ど
を
詳
し
く
紹
介

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず「
資
産

サ
ポ
ー
ト
部
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
か
ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

金
沢　

は
い
、
ま
ず
近
年
急
速
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
日
本
全
体
が
急
激
な
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
て
い
ま
す
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
で
も
高

齢
化
が
進
む
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
５
年
で
80
歳
以
上

の
方
が
18
・
７
％
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
む
に
伴
い
ま
し

て
、「
資
産
相
続
に
関
す
る
相
談
ニ
ー
ズ
」

が
大
変
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ご

相
談
に
は
こ
れ
ま
で
各
支
店
単
位
で
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
専
門
的
な
相

談
に
も
対
応
で
き
る
、
よ
り
充
実
し
た
体

制
で
、
本
支
店
が
連
携
し
総
合
的
に
組
合

員
の
皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に「
資
産

サ
ポ
ー
ト
部
」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
に

「
相
談
業
務
課
」
と
い
う
部
署
を
新
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

─
─ 

資
産
サ
ポ
ー
ト
部
を
新
設
し
た
経

緯
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で「
資

産
サ
ポ
ー
ト
部
」
は「
不
動
産
セ
ン
タ
ー
」

と「
相
談
業
務
課
」
の
2
つ
の
部
署
で
業

務
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
な
仕
事
内
容
な
の
か
、
具
体

的
に
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

金
沢　

ま
ず
「
不
動
産
セ
ン
タ
ー
」
か
ら

ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
従
来
か
ら
あ
っ
た
部
署
で
す
。
一
般

的
な
不
動
産
屋
さ
ん
は
、
土
地
や
建
物

の
売
買
を
仲
介
し
た
り
、
ア
パ
ー
ト
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
を
募
集
し
た
り
、

と
い
う
業
務
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、

当
Ｊ
Ａ
の「
不
動
産
セ
ン
タ
ー
」
は
、
組

合
員
の
皆
様
が
所
有
さ
れ
て
い
る
不
動

産（
土
地
）
を
い
か
に
有
効
に
活
用
す
る

か
を
考
え
、
提
案
し
、
保
全
管
理
し
て
い

く
と
い
う
の
が
中
心
業
務
で
す
。
具
体
的

に
は
、
土
地
活
用
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
、

そ
の
土
地
に
最
も
適
し
た
活
用
方
法
を

組
合
員
の
皆
様
に
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
活
用
方
法
が
決
ま
れ
ば
実
際
に

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
建
て

る
お
手
伝
い
を
し
、
そ
の
後
の
入
居
者
募

集
や
家
賃
管
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ク
レ
ー

ム
処
理
ま
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
業
務
を
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
建
物
も
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
、
テ
ナ
ン
ト
型

の
店
舗
や
、
福
祉
施
設
、
駐
車
場
な
ど
、

そ
の
土
地
の
活
用
方
法
と
し
て
ベ
ス
ト

と
思
わ
れ
る
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
い
た
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
土
地

活
用
を
、
最
善
な
形
で
総
合
的
に
お
手
伝

い
す
る
の
が「
不
動
産
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

─
─ 

新
設
の「
相
談
業
務
課
」
は
い
か
が

で
す
か
？

金
沢　

相
続
相
談
な
ど
は
、
ま
ず
各
支
店

が
窓
口
と
な
り
、
税
務
相
談
や
遺
言
書

作
成
な
ど
よ
り
専
門
的
な
お
手
続
き
は

「
相
談
業
務
課
」
が
専
門
家
と
と
も
に
ご

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
相
談
が
あ
る
か

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ
り
専
門
的
な

対
応
を
す
る
た
め
に
、
４
月
か
ら
顧
問
弁

護
士
を
１
名
増
員
し
、
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
各

支
店
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

─
─ 

相
談
料
と
い
い
ま
す
か
、
料
金
な

ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

金
沢　

ご
相
談
に
お
い
て
必
要
な
証
明

書
な
ど
の
諸
経
費
や
、
税
理
士
・
司
法
書

士
な
ど
専
門
家
に
よ
る
相
続
税
申
告
・
相

続
登
記
な
ど
の
料
金
は
ご
負
担
を
い
た

だ
き
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
と
専
門
家

と
の
間
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く

当
J
A
へ
の
相
談
料
の
ご
負
担
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

─
─ 

限
ら
れ
た
紙
面
で
も
う
残
り
わ
ず

か
で
す
が
、
最
後
に
何
か
あ
れ
ば
お
願
い

し
ま
す
。

金
沢　

皆
様
が
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
土
地
や
農
地
を
、
組
合
員
の
皆
様
に
と

っ
て
最
も
良
い
形
で
守
る
こ
と
は
、
当
Ｊ

Ａ
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
Ｊ

Ａ
の
役
割
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
必
要
に
応
じ
て
Ｊ
Ａ
内
の
各

分
野
と
連
携
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
様

に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト
を
考
え
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

─
─ 

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

お話を伺った資産サポート部
金沢裕行部長。

組
合
員

専
門
家

税
務
署
・
法
務
局

各
支
店

資
産
サ
ポ
ー
ト
部

相
談

連
携

協
議

連
携

協
議

訪問

訪問

随行

資産サポート部
スタート！
資産サポート部
スタート！

〈相談業務フロー〉
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山形市、上山市、山辺町、中山町で行われた管内の主な出来事をご紹介します。 JA News Topics

　
Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
の
長
澤
豊
会
長
と
当
Ｊ
Ａ
の
板
垣

平
治
郎
代
表
理
事
組
合
長
は
3
月
6
日
、
第
85
回
記
念

選
抜
高
校
野
球
大
会
に
「
東
北
絆
枠
」
で
出
場
が
決
ま
っ

た
県
立
山
形
中
央
高
等
学
校
を
訪
問
し
、
野
球
部
員
を

激
励
し
ま
し
た
。「
東
北
絆
枠
」
の
選
出
は
同
校
の
人
間

性
を
育
て
る
教
育
や
、
山
形
県
が
震
災
復
興
支
援
に
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

長
澤
会
長
、板
垣
組
合
長
は「
山
形
の
農
産
物
を
食
べ
て
、

甲
子
園
で
良
い
プ
レ
ー
を
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も

応
援
し
て
い
ま
す
」
と
部
員
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
山
形
中
央
高
校
は
3
月
27
日
に
行
わ
れ
た
対
岩
国
商

業
高
等
学
校
戦
で
、
甲
子
園
初
勝
利
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

　
中
山
町
豊
田
地
区
で
米
の
減
農
薬
栽
培
を
行
っ
て
い

る
豊
田
ス
ー
パ
ー
は
え
ぬ
き
栽
培
同
志
会
は
２
月
26
日
、

東
京
都
渋
谷
区
立
長
谷
戸
小
学
校
を
訪
問
し
、
５
年
生

24
名
に
食
農
教
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
授
業

は
、
渋
谷
区
か
ら
依
頼
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
今

回
が
10
回
目
。
授
業
は
同
会
代
表
の
石
川
貞
義
さ
ん
が

行
い
、
山
形
で
栽
培
さ
れ
る
米
の
紹
介
や
、
栽
培
方
法
、

お
い
し
く
米
を
つ
く
る
た
め
に
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ

り
、
有
意
義
な
授
業
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
翌
日
の
家

庭
科
の
授
業
で
は
、同
志
会
が
育
て
た「
は
え
ぬ
き
」と「
つ

や
姫
」
の
試
食
を
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

成
25
年
度
辞
令
交
付
式

今
期
は
１
７
1
名
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

抜
高
校
野
球
に
出
場
す
る

山
形
中
央
高
校
を
激
励

業
生
の
た
め
に
心
を
こ
め
て
！

金
井
小
で
恒
例
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

京
渋
谷
区
の
長
谷
戸
小
学
校
で

食
農
教
育
の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た

平選

卒東

　

２
月
27
日
、
平
成
25
年
度
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷

協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
中
央
ハ
ウ
ス

さ
く
ら
ん
ぼ
研
究
会
員
を
は
じ
め
、
取
引
市
場
９
社
と

Ｊ
Ａ
関
係
者
が
出
席
。
協
議
で
は
、
生
産
者
か
ら「
開
花

時
期
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
」「
燃
油
価
格
の
高
騰
が
、
生

産
コ
ス
ト
に
ひ
び
い
て
い
る
」と
い
う
話
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
市
場
関
係
者
か
ら
は「
母
の
日
に
向
け
た
需
要
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
山
形
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か

し
た
販
売
を
行
い
た
い
」
と
の
期
待
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
後
は
ち
ょ
う
ど
満
開
を
迎
え
た
会
員
の
さ
く

ら
ん
ぼ
園
地
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
市
場
関
係
者
含
め

約
30
名
が
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
山
形
市
香
澄
町
に
あ
る
山
形
国
際
ホ
テ
ル
で
３
月
６

日
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
形
「
県
産
農
畜
産
物
商
談
会
」

が
行
わ
れ
、
県
内
Ｊ
Ａ
と
関
連
会
社
な
ど
が
出
展
し
ま

し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
イ
チ
ゴ
や
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
旬

の
農
産
物
を
は
じ
め
、
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ
ガ
ー
、
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
ゼ
リ
ー
＆
ム
ー
ス
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
出

品
。
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
な
ど
、
地
産
地
消
に
協
力
し
て

い
る
約
50
団
体
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
の
農
産
物
を

宣
伝
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
、「
Ｊ
Ａ
や
ま
が

た
の
農
産
物
や
加
工
品
、
直
売
所
を
さ
ら
に
利
用
し
て

も
ら
う
よ
う
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
形
市
平
久
保
に
あ
る
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ

ン
グ
で
３
月
６
日
、
平
成
24
年
度
品
評
会
賞

状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
授
与
式

は
山
形
県
Ｊ
Ａ
園
芸
振
興
協
議
会
と
J
A
全

農
山
形
が
主
催
す
る
も
の
で
、
今
回
は
約
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
品
評
会
は
さ
く
ら
ん

ぼ
、
ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
、啓
翁
桜
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
事
前
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は

賞
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か

ら
は
、
啓
翁
桜
品
評
会
で
金
賞
と
山
形
県
知

事
賞
を
受
賞
し
た
山
口
大
さ
ん（
写
真
上
）と
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
品
評
会
で
最
優
秀
賞
と
東
北
農

　
本
店
大
会
議
室
で
３
月
16
日
、
第
15
回
Ｊ

Ａ
や
ま
が
た
女
性
部
通
常
総
代
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
役
員
に
は
部
長
に
山
形
支
部
の
岸
あ
や
子

さ
ん（
写
真
上
・
左
）、
副
部
長
に
蔵
王
支
部

の
伊
藤
郁
子
さ
ん
（
写
真
上
・
中
央
）
と
山
辺

支
部
の
後
藤
弘
子
さ
ん
（
写
真
上
・
右
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
岸
さ
ん
は
新
部
長
と
し
て

挨
拶
に
立
ち
、「
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
10
年
に
わ
た

り
部
長
を
務
め
た
堀
井
信
子
さ
ん
（
写
真
下
）

に
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
に
向
け

市
場
関
係
者
ら
と
交
流
深
め
る

内
Ｊ
Ａ
が
集
ま
り
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル

新
鮮
野
菜
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
が
並
ぶ

成
24
年
度
品
評
会
賞
状
授
与
式 

当
Ｊ
Ａ
か
ら
２
名
が
参
加

や
ま
が
た
女
性
部
通
常
総
代
会

新
部
長
に
岸
あ
や
子
さ
ん
が
選
出

ハ県

平JA
　
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
青
年
部
東
金
井
支
部
（
齋
藤
拓
也
部

長
）は
2
月
22
日
、山
形
市
陣
場
の
市
立
金
井
小
学
校
で
、

地
元
産
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
は
、

同
校
で
開
催
さ
れ
る
「
６
年
生
を
送
る
会
」
の
際
に
、
卒

業
生
の
胸
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
同
支
部
が
行
っ
て
い

る
も
の
で
、今
回
で
9
回
目
。
色
と
り
ど
り
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
５
種
類
ほ
ど
用
意
し
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
を

担
当
す
る
４
年
生
の
皆
さ
ん
に
約
１
時
間
か
け
て
指
導

し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
6
年
生
と
の
い
ろ
い
ろ
な
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、立
派
な
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　
本
店
大
会
議
室
で
３
月
１
日
、
平
成
25
年
度
定
期
人

事
異
動
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
配
属
先
や
職

務
が
変
更
に
な
っ
た
職
員
１
７
1
名
が
、
辞
令
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　
板
垣
平
治
郎
代
表
理
事
組
合
長
は
、
訓
示
に
お
い
て

「
現
在
、
農
協
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
。
こ
の
状
況

か
ら
脱
皮
す
る
た
め
、
経
費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
体
制

整
備
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
整
備
を
実
行
し
て
い
く
。
最
終
的
な
目
的
で

あ
る
『
組
合
員
へ
の
還
元
』
を
達
成
す
る
た
め
に
、
職

員
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

政
局
長
賞
を
受
賞
し
た
今
野
智
夫
さ
ん（
写

真
下
）の
お
二
人
が
出
席
し
、
賞
状
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

※3月号 JA News Topicsにおきまして、名前の漢字相違がございました。ここに深くお詫び申し上げるとともに訂正させていただきます。
　誤）設楽千恵子さん → 正）設楽千代子さん JA News Topics ── 89 ──  JA News Topics



□福祉センター青田□

元気のひけつ
衣・食・住・遊を大切に　JAやまがたのうまみで溢れる
ご本人とご家族が、楽しく健康（幸せ）に暮らす　そんな空間（家）を目指します

介護サービス事業  通所介護・訪問介護 ・福祉相談
山形市青田1-4-21
TEL.023-616-8002  FAX.023-631-3830

PM2.5について

「PM2.5」は硫酸塩エアロゾルで構
成されているとても小さな物質で、
偏西風によって中国大陸から運ば
れてくる黄砂に多く含まれています。
この「PM2.5」が人体に入り込んで
しまうと、ぜんそくや気管支に障害
が発生することが考えられます。

予防するには
※過度の心配はいりません

◎ インフルエンザ用などの
　網目の細かいマスクを着用する
　 ※一般マスクの目とのサイズ比較

◎ 洗濯物は出来る限り
　 部屋干しにする
◎ 外気の換気は使用せず、
　 室内清浄機などを使用する

細菌類
PM2.5
インフルエンザ
タバコの煙

花 粉

雛飾り教室外食ツアー「 紅の蔵 紅山水」

運動教室 いっぷくツアー「カフェメール デモデ」

　
小
学
校
に
あ
が
る
前
の
わ
ず
か
な
期
間
、
父
の
す
す
め
で

絵
画
教
室
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
六
十
三
歳

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
ま
で
、
絵
画
と
は
不
思
議
な
関
わ

り
を
持
ち
続
け
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
絵
を
描
く
こ
と
が
こ

と
さ
ら
に
好
き
で
も
上
手
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
高
校
時
代

に
は
美
術
部
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
に
夢

中
に
な
っ
て
い
た
変
な
じ
ぶ
ん
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
絵

と
濃
密
に
向
か
い
合
っ
た
場
面
な
ど
た
だ
の
一
つ
も
思
い
浮

か
ば
な
い
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
か
、
美
術
の
世
界
か
ら
は
離

れ
ま
い
と
い
う
ぼ
ん
や
り
し
た
意
志
だ
け
は
ず
っ
と
あ
り
続

け
た
よ
う
に
思
う
。

　
そ
ん
な
私
の
、
表
現
へ
の
淡
い
憧
憬
を
壊
し
、
表
現
す
る

こ
と
の
意
味
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
七
五
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
香

月
泰
男
遺
作
展
」
で
あ
っ
た
。
記
憶
が
曖
昧
で
、
な
ぜ
そ
の

と
き
観
に
行
っ
た
の
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
も
し
か
し
て

香
月
泰
男
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
い
う
共
通
体
験
の
あ
る
文
芸

批
評
家
・
内
村
剛
介
の
評
論
文
や
詩
人
・
石
原
吉
郎
の
作
品

に
彼
の
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ

は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
は
、
目
の
前
に
あ
る
独
特
の
ト
ー

ン
を
持
っ
た
香
月
泰
男
の
作
品
が
、
そ
れ
ま
で
に
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
興
奮
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ

け
だ
。

　
色
彩
の
存
在
感
と
価
値
を
、「〈
私
の
〉
地
球
」
や
「
月
の

出
」
な
ど
で
知
り
、リ
ズ
ム
の
意
味
を
「
帰
国
」「
煙
」
や
「
奉

天
（
左
）（
右
）」
な
ど
に
感
じ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
圧

倒
的
な
「
涅
槃
」
や
「
雪
」
に
は
、
生
き
る
こ
と
自
体
の
質

量
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
何
も

の
か
に
煽
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
日
ふ
た
た
び
会
場
に
足
を

運
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
す
。
二
十
五
歳
の
夏
だ
。
当
時
の
私

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
も
は
や
絵
画
で
は
な
く
、
香
月
泰
男
と

い
う
作
家
を
磁
場
と
し
て
収
斂
さ
れ
て
く
る
人
間
い
っ
さ
い

の
時
空
の
表
れ
と
い
う
よ
う
な
印
象
で
、
そ
の
時
空
に
屹
立

し
て
い
る
香
月
泰
男
の
孤
独
で
重
厚
な
倫
理
そ
の
も
の
の
よ

う
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ぶ
厚
く
定
着
さ
れ
た
マ
チ
エ
ー

ル
の
粒
子
が
、
妙
に
リ
ア
ル
な
存
在
感
を
持
ち
、
彼
の
倫
理

が
そ
の
粒
子
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
ほ
ど

だ
っ
た
。《
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
》
と
い
う
テ
ー
マ
を
さ

え
作
品
は
超
え
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
美
術
で
も
音
楽
で

も
、ま
し
て
や
文
学
で
も
な
く
、そ
の
全
て
の
よ
う
な
存
在
。

た
ま
た
ま
絵
画
と
い
う
様
式
を
と
っ
た
に
過
ぎ
な
い
表
現
、

表
現
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
こ
う
い
う
も
の
を
言
う
の
だ
、
そ

ん
な
感
触
を
、
知
識
と
し
て
で
は
な
く
身
体
の
感
覚
と
し
て

味
わ
う
こ
と
の
で
き
た
稀
な
体
験
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

「
香
月
泰
男
遺
作
展
」を
思
い
出
す

文
／
岩
井 

哲

ジ
ェ
イ
エ
イ
・
エ
ッ
セ
ー

職員一同、力を合わせ
組合員の皆様と地域のために
力を尽くしていきたい！

も
う
30
年
く
ら
い
の
歴
史
が
あ
る
そ
う

で
、
市
場
か
ら
も
高
評
価
を
得
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

─
─
長
崎
支
店
は
地
域
行
事
に
も
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

原
田　

私
自
身
は
3
月
に
赴
任
し
た
ば
か

り
で
ま
だ
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
支

店
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
」
は
毎
年
大

盛
況
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
地
域
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
り
協

力
し
た
り
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
長

崎
支
店
は
、
広
域
合
併
す
る
前
は
長
崎
農

協
と
い
う
単
協
で
し
た
の
で
、
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
が

よ
り
深
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
─
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
支
店
づ

く
り
を
目
指
す
の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

原
田　

月
並
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支
店

職
員
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
組

合
員
の
皆
様
の
た
め
、
ま
た
地
域
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

─
─
初
め
に
長
崎
支
店
の
概
要
を
教
え
て

下
さ
い
。

原
田　

当
支
店
は
、
中
山
町
の
東
側
一
帯

（
長
崎
、
達
磨
寺
、
向
新
田
地
区
）
で
、
南

は
山
形
市
、
東
は
天
童
市
に
隣
接
す
る
広

範
囲
な
地
域
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
組

合
員
さ
ん
の
数
は
正
組
合
員
が
5
6
7

名
、
准
組
合
員
が
3
0
1
名
。
職
員
は
金

融
外
務
員
1
名
、
共
済
外
務
員
2
名
と
、

4
月
か
ら
配
属
と
な
っ
た
新
採
用
の
職

員
1
名
を
含
め
総
勢
10
名
体
制
で
や
っ

て
お
り
ま
す
。

─
─
管
内
の
農
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
け
ま
す
か
。

原
田　

当
支
店
管
内
の
農
業
は
稲
作
が
中

心
で
、
他
に
は
果
樹
栽
培
（
サ
ク
ラ
ン
ボ

と
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
）
が
主
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
野
菜
類
で
は
特
産
品
に
「
花
笠
オ

ク
ラ
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の「
花

笠
オ
ク
ラ
」
は
長
崎
地
区
の
組
合
員
の
皆

様
が
部
会
を
作
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
て
、

支店長 原田 徹さん

組 合 員の皆 様の期 待と信 頼に応え、地 域 社 会と共 生し、貢 献するJ A づくりを目指して。

4月 行事予定
月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7

体重測定・体力測定

8 9 10 11 12 13 14
梅の花ツアー・
畑座談会

映画鑑賞会
マッサージ教室

15 16 17 18 19 20 21
JA直売所
元気市場
ツアー

運動
教室

JA直売所
元気市場
ツアー

外食ツアー
紅山水

いっぷく
ツアー
デモデ

外食ツアー
紅山水

22 23 24 25 26 27 28
ボランティア
教室

運動
教室

お花見ツアー
畑座談会

29 30
見学受付中お花見

弁当ツアー

ＪＡの
仕事訪問

●
ＪＡやまがた
長崎支店

28

（前列左から）
川越さゆりさん
志田友記さん
太田沙織さん
広谷美紀子さん

（後列左から）
次長・石川秀昭さん
三沢知広さん
支店長・原田 徹さん
石垣元嗣さん
主事・浦山大介さん

11 ──ジェイエイ・エッセー /福祉センター青田 JAの仕事訪問 ── 10



➡ヨコのカギ
1 子どもの日に食べる── 餅
2 これの実が載っているあんパンも

あります
4 師匠の下で技を磨きます
5 世界三大珍味の一つ　

チョウザメの卵です
6 首の長～い動物
8 最北端に竜飛崎がある ── 半島

11 化粧するときにのぞきます
13 乗って揺らしたりこいだり
14 頭が良いこと
15 武士が腰に差していたもの
17 柳川鍋に使われる野菜
19 ── に入っては── に従え
21 牛の頭ににょっきり生えています

➡
タ
テ
の
カ
ギ

1
イ
チ
か
バ
チ
か
の
─
─
に
出
た

3
と
て
も
技
術
が
優
れ
て
い
ま
す

7
三
大
栄
養
素
の
一
つ　

脂
で
す

9
す
し
職
人
は
酢
飯
の
こ
と
を
こ
う
い
い
ま
す

10
絵
を
描
く
こ
と
が
仕
事
で
す

12
ビ
ー
ル
や
ジ
ャ
ム
を
詰
め
ま
す

13
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
琴
欧
洲
関
か
ら
連
想
す
る
国

15
鶏
卵
の
一
番
外
側
に
あ
り
ま
す

16
神
社
で
神
事
を
行
う
女
性

18
5
月
5
日
は
─
─
の
節
句

20
鋭
い
歯
を
持
つ
、
太
く
て
長
い
体
の
魚

22
媒
酌
人
と
も
い
い
ま
す

23
─
─
あ
る
タ
カ
は
爪
を
隠
す

若手農業者の皆様へ
「山形４Ｈクラブ」会員募集中！

出羽・明治・大郷支店統合のお知らせ

第
14
回
理
事
会

［
2
月
22
日 

開
催
］

パ
ズ
ル
？
頭
の
体
操

出
題
●
ニ
コ
リ　
正
解
者
に
は
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
詳
し
く
は
15
ペ
ー
ジ
へ

JA Information

● JAやまがたから組合員の皆様に
大切なお知らせです

青森新幹線「E5系はやぶさ」で行く
北海道 函館・札幌・小樽3日間の旅

　日頃よりＪＡやまがたをご利用いただき誠にありがとうございます。
　長年にわたりご愛顧いただきました出羽・明治・大郷支店は、下記期日をもって3支店を
統合し、中央営農センター敷地内に新しく「天神支店」として営業するはこびとなりました。
　統合後は、皆様の利便性を図りながら、最良のサービス提供に向け
役職員一体となって努めてまいりますので、今後とも変わらぬご支援、
ご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

支店統合日：
平成25年4月15日（月） 
出羽・明治・大郷支店 最終営業日
平成25年4月12日（金）

●第七中●

至 嶋地区

至 天童

東
北
中
央
自
動
車
道 JAやまがた

天神支店

N

山
形
自
動
車
道

至 112号線
至 13号線

●
報
告
事
項

［
監
事
会
］

1
．平
成
25
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

［
内
部
監
査
室
・
経
営
管
理
部
］

1
．J
A
全
国
監
査
機
構
期
中
監
査
の
改
善
指
示
書
及
び

　

改
善
対
応
策
に
つ
い
て

２
．組
合
員（
出
資
金
）加
入
調
書
に
つ
い
て

３
．公
益
法
人
に
対
す
る
外
部
出
資
の
科
目
振
替
に
つ
い
て

［
営
農
経
済
部
］

1
．平
成
24
年
産「
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
つ
い
て

２
．平
成
23
年
産
米
の
精
算
に
つ
い
て

３
．平
成
24
年
度
園
芸
振
興
策
支
援
事
業
に
つ
い
て

４
．山
形
農
協
暴
風
対
策
支
援
助
成
事
業
に
つ
い
て

５
．福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
利
用
者
状
況
に
つ
い
て

［
そ
の
他
］

1
．平
成
24
年
度
1
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

●
協
議
事
項

第
1
号
議
案　

�

高
額
・
員
外
貸
出
金
に
つ
い
て

第
2
号
議
案　

�

平
成
25
年
度
内
部
監
査
計
画
書
に
つ
い
て

第
3
号
議
案　

3
者
要
請
検
査
検
査
結
果
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　

改
善
状
況
等
の
報
告
に
つ
い
て

第
4
号
議
案　

組
織
の
機
構
改
革
に
伴
う
諸
規
程
及
び

　
　
　
　
　
　

要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
5
号
議
案　

�

自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の

　
　
　
　
　
　
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
6
号
議
案　

経
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
7
号
議
案　

社
団
法
人
山
辺
西
部
湖
畔
自
然
休
養
村

　
　
　
　
　
　

管
理
公
社
に
対
す
る
外
部
出
資
の

　
　
　
　
　
　

償
却
に
つ
い
て

JAやまがた 天神支店
住所：山形市天神町59番地
TEL：023-681-1011
FAX：023-681-1015

　山形４Ｈクラブは、東南村山管内の若手農業者がお互いに交流を
深めながら、農業を「学ぶ」ことを目的としたクラブです。

【 4HとはHead（頭）、Heart（心）、Hands（手・技術）、Health（健康）
の4つのＨを育む、という意味です】まずは月に1回開催している
定例会に参加してみませんか？ 皆様のご参加お待ちしております。

Head
（頭）

Heart
（心）

Hands
（手・技術）

Health
（健康）

連絡先：023-621-8278　

村山総合支庁農業技術普及課 担当：柴田

◆旅行実施日／平成25年

　6月23日（日）～ 6月25日（火）
◆旅行代金（おひとり様）79,800円（税込）JA起点
◆募集人員／ 30名（最少催行人員20名）
◆添乗員／同行します
◆食事回数／朝2・昼3・夕3回（弁当含みます）
◆宿泊予定／
　湯の川温泉：湯元　啄木亭（和室4〜5名様利用）
　札幌：チサングランド札幌（洋室2名様1室利用）
◆申込締切日／平成25年5月末日

お問い合わせ　JAやまがた 旅行センター
　　　　　 住所：山形市旅篭町1-12-35　TEL：023-624-8259

 「E5系新型新幹線
 はやぶさ」に
 乗車します

日本で最初の
洋式城郭跡・五稜郭と

‘天使の聖母’トラピスチヌ
修道院を見学

活気溢れる函館朝市、
昭和新山、ロマンチック
小樽も訪れます

世界三大夜景のひとつ
「函館山の夜景」へも
　　　ご案内します

■ 会員数：
11名（山形市7人、上山市4人）
■ 対象：18〜30歳位の農業に
携わる人、農業に興味のある人
■ 活動内容：県内外の視察研修、
産直市への参加、交流会 etc…

退
職
者一覧

（
平
成
25
年
3
月
31
日
）

■
斎
藤　

順

■
荒
井　

三
代
志

■
岡
﨑　

和
春

■
白
井　

進
一

■
佐
藤　

敏
明

■
齋
藤　

孝

■
佐
藤　

淳
一

■
梅
津　

実

■
川
田　

孝

■
小
野　

弘
芳

■
滝
口　

金
右
エ
門

■
東
海
林　

民
夫

■
古
瀬　

和
弘

■
高
野　

吉
一

■
後
藤　

啓
一

■
布
川　

繁
雄

■
遠
藤　

政
美

■
佐
東　

保
明

■
粟
野　

育
子

■
細
谷　

久
子

13 ── JAインフォメーション JAインフォメーション ── 12



4月／5月★イベント情報

読 者 の 広 場

60

15 ── ごっつぉ／イベント情報／読者の広場

◇ 道路わきの雪が日に日に消えて、草花の芽がチラチラ出てきました。
うれしい春ですね！　　　　　　　　　　　　　 （山形市　Sさん）

○編  雪が解けかけた道端に、ふきのとうを見つけると春だなと感じます。
　暖かいと外に出たくなります。

◇先日、ある一枚の田んぼにだけ白鳥が集まっているのを見ました。
　まさに3月号の「やまがた彩時季」と同じ風景でした。（中山町　Iさん）
○編 白鳥はこれから北へ長い旅をするのでしょうね。今後も季節を感じさ
　せる写真を掲載していきたいと思います。

◇ 「農作業事故」特集、なるほどと思いました。耕うん機に振り回された
　ことが昔あったので、気をつけたいです。　　　 （山形市　Kさん）
○編 これからの季節、農作業が本格化します。疲れたら一休み、無理せず
　 安全第一で農作業を行っていただければ幸いです。

あとがき

　アジア最大級の食品見本市である
FOODEX JAPAN 2013 が千葉県
の幕張において3/5～3/8までの4日
間に渡り開催されました。山形市の
協力のもと、今年で5回目の出展で
したが、年々中国や韓国などアジア
からの来場者が増えており、日本の
食品への関心の高まりを改めて感じ
ました。
　当JAでは3月という季節柄、青果
物の出展はせず、加工品である山
形代表ジュース、フルーツビネガー、
ラ・フランスゼリー＆ムースを出展し
ました。いずれも味、デザインに対
して好評をいただき、山形の農産物
の魅力を、加工品を通してPRする

今年も出展　FOODEX JAPAN
－農産加工品が果たすべき役割とは－

ことができました。一方で価格や物
流コスト、供給面など改めて課題を
感じました。これらの問題を改善し、
顧客に喜ばれる加工品を販売する
ことで、年間を通してJAやまがた農
畜産物の有利販売に繋げていきた
いと考えています。

①答え
②�当紙へのご意見
やご要望

③�住所・氏名
　電話番号
（当紙の編集以外には
使用いたしません）

50 9 9 0 - 8 5 3 5
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4月は新しいスタートの季節ということで、「字は大きめに読みやすく、明るいトーンへ」をコンセプトに広報紙も衣替えいたしました。

◎プレゼント
「パズル」の正解者の中から抽選で3名の
方に図書カード（1,000円分）をプレゼント。
当選者は発送をもってかえさせていただき
ます。
◎応募方法
左の記入例を参考に官製はがきでご応募
下さい。締め切りは、4月20日（当日消印
有効）です。どしどしご応募下さい。
◎お問い合わせ
電話：023–624–8265　
FAX：023–631–4714
Eメール：kikakukanri@jayamagata.or.jp

パズル？頭の体操

3月号のパズルの答えは「ヤマザクラ」でした。

4/2（火）〜21（日） 山形市野草園展～山形市野草園の雪解けとともに～（山形まるごと館紅の蔵）

4/14（日） 国宝「縄文の女神」記念展示解説会（県立博物館）

4月中旬〜下旬 霞城観桜会（山形市霞城公園）

4月中旬〜下旬 馬見ヶ崎さくらラインライトアップ（山形市小白川町馬見ヶ崎川沿い）

4月中旬〜下旬 お達磨の桜まつり（中山町お達磨の桜公園）

4/20（土） YAMAGATAキャップアート制作（山形市ほっとなる広場）

4/20（土） 山形弦楽四重奏団 第47回定期演奏会（文翔館議場ホール）

4/21（日） 第17回かみのやま温泉入～浴ラリー（かみのやま温泉）

4/21（日） けやきの森ブリティッシュブラスバンド～春の定期公演～（山形テルサ）

4/21（日） 枝松瞳ソプラノリサイタル（文翔館議場ホール）

4/26（金）〜5/8（水） ふしぎアート展（NANAビーンズ山形県芸文美術館）

4/27（土） 御本尊薬師如来御開帳・開闢法要（山形市立石寺根本中堂）

5/5（日） スプリングフェスティバル「はたらく車大集合」（山形市ほっとなる通り）

5/5（日） PRO WiND 023 concert2013（山形テルサ）

5/8（水）〜10（金） 薬師まつり植木市（山形市薬師町・新築西通り・六日町など）
※上記イベント情報は3/28現在のもので、都合により変更になる場合がございます。予めご了承ください。

【春の牛乳豆腐】
広報紙がリニューアルし、第一弾となる地産
地食、今回は「牛乳」がテーマです。普通
に飲む以外にどんな料理法があるのか興味
津々ですが、今回は割烹料理「すたんど割烹
いし山」の石山良和さんに、和の技法で挑
戦していただきました。ほんのり牛乳の味を
感じる、大変美味しい逸品です。ご家庭でも
ぜひチャレンジしてみてください。

●材料（4人分）

牛乳…150cc
寒天…1/4本、水…150cc
梅肉…小さじ1/3、粉ゼラチン…３～４g
砂糖…６g、塩…３g
美味出汁

（かつお出汁６：薄口醤油１：みりん１）
花びら百合根…適量

●作り方

① 寒天を150ccの水で戻し、火にかけて
煮溶かす。寒天が溶けたら火を止めて
梅肉を入れて混ぜ、70℃くらいまで温
度を下げる。

② ①とは別の鍋に水少々を入れてゼラチ
ンを溶かし、牛乳と砂糖、塩を加えて
火にかける。70℃くらいになったら①
と合わせ、裏ごしして容器に流し入れ
て固める。

③ 固まったら適当な大きさに切ってトコロ
テンをつく｢天つき｣で器につき入れ、
美味出汁をかけ、梅肉と甘酢で味付け
した花びら百合根を散らす。お好みで
ワサビ、木の芽を飾る。

【牛乳】
日本で牛乳が飲まれるようになったのは6世紀ごろといわれる。
カルシウムをはじめ、アミノ酸、ビタミンなど様々な栄養をバ
ランスよく含む。

【 石山 良和】
米沢の｢割烹東家｣に入店後、山形の｢辰寿し｣で修業を重ね、平成5年に独立
し「すたんど割烹いし山」を開店。“本格的な割烹料理をお手頃な値段で提供”
をモットーに、新鮮な魚介料理が自慢。営業時間17:00〜22:00、日･祝休、
TEL.023-622-1493、山形市七日町2-5-10。団体20名まで｡4〜6月は天然と
らふぐコースが5,000円の｢ふぐ祭｣を開催。仕出しやお弁当もOK。

地 産 地 食

コラム／東京営業所 大道寺 
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